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１．個別施設計画の目的 

 

（1）背景 

昨今、高度成長期に整備された橋梁など建設後、相当の期間を経過した社会資本は増大し、老朽

化に伴う障害事例が散見されている。これにより機能喪失や補修費の増大が懸念される為、未然に

防止する取り組みが不可欠となっている。 

このような状況から国土交通省では、平成19年度「長寿命化修繕計画策定事業費補助制度」の創

設、平成26年度「道路法施行規則の一部を改正する省令」（5年に1回の点検義務化）の公布を始め

とした、メンテナンスサイクルの確立とこれを回すための仕組み作りを推進している。 

愛知県においても、平成27年3月に「道路構造物長寿命化計画」を策定し、予防的修繕に取り組

んでいる。 

蟹江町においても高齢橋梁の増加する中、今までのような機能障害が発生してからの事後的な修

繕および架替えでは更新コストの増大が考えられる。こうした状況の下、町の財政状況も厳しく社

会資本関連の予算が削減されつつある為、適切な維持管理の継続に振り分ける予算の確保が困難と

なる恐れがある。 

 

（2）目的 

上記の背景のもと、今後急速に増大する高齢化した橋梁の維持管理に対応するため、従来型の事

後的な修繕・架替えから予防的な修繕・計画的な架替えへと円滑な政策転換を図る必要がある。 

このため、橋梁の長寿命化及び橋梁の修繕・架替えにかかるコストの縮減を図りつつ、地域の道

路網の安全性・信頼性を確保することを目的とした。 

 

（3）方針 

   本計画は、橋梁定期点検結果を基礎データとして用いて立案する。 

   計画は重要な橋梁から優先的に実施するのが望ましいため、計画対象の橋梁を選定する必要があ

る。対象となる橋梁は「蟹江町が管理する2ｍ以上の橋梁」とした。 

   また、計画期間は、10年とする。点検結果等を踏まえ、適宜、計画を更新する。 

   本基本計画で示す取り組みを通じ、知見やノウハウの蓄積を進め、計画期間の長期化を図ること

で、中長期的な維持管理・更新等に係るコストの見通しの精度向上を図る。 
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２．個別施設計画の対象橋梁（対象橋梁の概況） 

 

（1）計画対象の橋梁数 

蟹江町が管理する橋梁は111橋あり、そのうち計画対象の橋梁は110橋である。 

 

 

（2）橋梁の構成 

   計画策定橋梁110橋の橋種別橋梁割合は以下のとおりであり、RC橋が73％、PC橋が6％、鋼橋が

21％となっている。 

   また、大気環境別の橋梁割合は、平野地帯が100％となっている。 

 

 

 

全管理橋梁数 111橋

15ｍ以上の橋梁数 27橋

2ｍ以上15ｍ未満の橋梁数 83橋

2ｍ未満の橋梁数 1橋

橋種 橋梁数(橋) 総橋⾧（ｍ）

RC 80 768.23

PC 7 110.64

鋼 23 949.16

計 110 1,828.03

図 2-1 橋種別の橋梁割合 

表 2-1 計画対象橋梁数 

表 2-2 橋種別の橋梁数・総橋長 

【鋼橋】 

23 橋（21%） 

【PC 橋】 

7 橋（6%） 

【RC 橋】 

80 橋（73%） 

全 110 橋 
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（3）橋梁の年齢 

   個別施設計画対象橋梁の供用開始年度別橋梁数は下図のとおりである。現時点では、架設後50年

以上経過した橋梁は60橋（54.5％）であり、10年後には81橋（73.6％）、20年後には103橋

（93.6％）となり急速に高齢化が進み、老朽化による修繕費用も膨大となることから、計画的な維

持管理を行い、長寿命化を図る必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋
梁
数 

図 2-2 供用開始年度別の橋梁数 
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３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

（1）健全度の把握に関する基本的方針 

健全度の把握については、橋梁の架設年度・構造や立地条件等を十分に考慮して点検計画を立

て、5年に1回の定期点検を実施する。定期点検においては、愛知県の「橋梁定期点検要領（案）」

に基づいて実施し、橋梁の損傷を早期に把握するよう心掛ける。 

橋梁定期点検要領（案）では、部材単位で細かく点検し、損傷の程度等に基づき対策の必要性を

表3-1に示すように判定している。 

損傷が発見された橋梁については町職員が現地を確認し、道路の安全管理に万全を期す。また、

日頃から維持管理の技術向上に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-1 対策区分の判定区分 

表 3-2 健全性の判定区分 

区分

A

B

C1

C2

E1

E2

M

S1

S2

その他、緊急対応の必要がある。

維持工事で対応する必要がある。

詳細調査の必要がある。

追跡調査の必要がある。

内容

損傷が認められないか、損傷が軽微で補修を行う必要がない。

状況に応じて補修を行う必要がある。

予防保全の観点から、速やかに補修等を行う必要がある。

橋梁構造の安全性の観点から、速やかに補修等を行う必要がある。

橋梁構造の安全性の観点から、緊急対応の必要がある。

Ⅰ 健全

Ⅱ 予防措置段階

Ⅲ 早期措置段階

Ⅳ 緊急措置段階
道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能性

が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

定義区分

道路橋の機能に支障が生じてない状態。

道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観

点から措置を講ずることが望ましい状態。

道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措

置を講ずべき状態。
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（2）日常的な維持管理に関する基本的方針 

 橋梁の保全を図るため、日常的な点検として道路パトロールを実施する。 

道路パトロールでは、パトロール車で走行しながら目視点検を行い、異常が疑われる箇所につい

ては徒歩による目視点検を行う。 

道路パトロールの実施フローを以下に示す。 

 

 

 

 

 

写真 3-1 専門業者による点検状況① 写真 3-2 専門業者による点検状況② 

図 3-1 道路パトロール実施フロー 
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異常を発見した際、道路上の落下物等、現場において対応が可能であるものについてはその場で

対応する。具体例として、排水の目詰まりや土砂堆積等を発見した際には必要に応じて堆積土砂の

除去等を実施する。 

道路パトロールにおける橋梁に関する目視点検項目を下表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-3 橋梁に関する点検項目 

写真 3-3 職員による点検状況① 写真 3-4 職員による点検状況② 

点検項目

破損

腐食

剥離

鉄筋露出

ボルト外れ・ゆるみ

落書き

接合部の段差

土砂堆積

排水不良

その他

確認内容

対象のサイズ（縦(ｍ)×横(ｍ)）、個数

個数

対象のサイズ（縦(ｍ)×横(ｍ)）、個数

個数
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４．長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

 

日常の道路パトロールの中で清掃等をこまめに実施するとともに、橋梁定期点検の中で損傷を早

期に発見することで、従来の事後的な修繕から予防的な修繕等の実施へ移行する。 

予防修繕を繰り返し行い、供用可能な期間を可能な限り延ばし長寿命化を目指す。 

また、長寿命化サイクルを構築し適切に計画することにより、修繕・架替えに係る事業費の大規

模化および高コスト化を回避し、ライフサイクルコスト（ＬＣＣ：計画設計・施工・維持管理・解

体までの全期間に掛かる費用）の縮減を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 長寿命化サイクルのイメージ 

 

個別施設計画後 

従来 

従来：定期点検を行っていない 

⇒劣化の発見が遅く機能障害の発生直前や発生

後に事後的な修繕を行っていた。 

 
今後：定期点検を行う 

⇒劣化の早期発見及び予防的な修繕が可能となる 

図 4-2 修繕時期のイメージ 

Ⅰ 健全

Ⅱ 予防措置段階

Ⅲ 早期措置段階

Ⅳ 緊急措置段階
道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能性

が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

定義区分

道路橋の機能に支障が生じてない状態。

道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観

点から措置を講ずることが望ましい状態。
道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措

置を講ずべき状態。
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図 4-3 修繕内容とライフサイクルコストと劣化予測の関連イメージ 
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５．対策の優先順位の考え方 

    

（1）各橋梁の諸条件の整理 

対策すべき橋梁の優先順位の決定について、以下の諸条件等を考慮する。 

 

①定期点検における対策区分判定及び健全度判定 

 上部工、下部工、支承部の主要部材においてC1（予防保全の観点から速やかに補修を行う必要が

ある）以上の損傷がある橋梁は、優先順位が高いと判断する。また、基本的には健全度判定がⅢ以

上となる橋梁の緊急性がより高いと判断する。 

 

②橋長及び径間数 

「15ｍ以上の橋梁又は連続橋」は落橋時の危険性が高いため、優先順位が高いと判断する。 

 

③緊急性の高い損傷 

以下に述べる緊急性が高い損傷のある橋梁は、優先順位が高いと判断する。 

     

   ＜主桁に健全度Ⅲ判定以上の損傷が存在する＞ 

     腐食が進行し、主桁に断面減少や断面欠損が見られる橋梁が見られる。主桁は橋梁を支える

主部材であるため、緊急性が高いと判断している。 

 

   ＜床版の防水機能の劣化が著しい＞ 

     床版の防水機能が劣化している橋梁が、蟹江町では多く見られる。一部の橋梁では錆汁を伴

う遊離石灰が見られ、貫通したひびわれが発生している可能性が高いと思われる。 

また、橋面の舗装の異常は、構造安全性に影響する主部材ではない部分の損傷であるが、桁

下に遊離石灰を生じさせる要因になるため、このような橋梁では特に優先的に修繕を行う必要

がある。 

 

   ＜中間径間の支承の健全度Ⅱ判定以上が存在する＞ 

     端部における支承の腐食等も構造安全性の観点から注視すべきであるが、中間径間部分の支

承の損傷は落橋防止の観点から見ると、緊急性が高く、優先的に修繕を行う必要のある損傷で

ある。 

 

 

（2）優先順位決定のフローチャート 

次に示すフローチャートを用いて、（1）で述べた確認箇所を反映したグループ分けを行い、対

策すべき橋梁の優先順位を決定する。なお、グループ分けされた対象橋梁は別紙に参照する 
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６．施設の状況・対策内容及び対策費用 

   

 蟹江町が管理を行い、個別施設計画の対象となっている橋梁 110 橋の点検結果は、15ページのと

おりとなっている。なお、光西 1号、2号歩道橋については令和 8 年度、北新田 1 号、2号橋につ

いては令和 9年度に初回の点検を実施予定である。 

   上記 4 橋を除いた橋梁 106 橋の健全性の判定区分の割合については以下の通りであり、健全度Ⅰ

が 46%、健全度Ⅱが 44%、健全度Ⅲが 9%、健全度Ⅳが 1%となっている。 

今後も、橋梁における対策については、各橋梁の状態等を把握したうえで、経済性等を考慮し、

更新又は補修等の措置を行う予定である。 

   なお、修繕計画等については、点検結果や予算措置状況に応じて、見直すことがある。 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健全性の判定区分の割合

健全度Ⅰ 健全度Ⅱ 健全度Ⅲ 健全度Ⅳ
※令和8年3月時点

健全度Ⅰ 49橋

46％

健全度Ⅳ 1橋

1％
健全度Ⅲ 9橋

9％

健全度Ⅱ 47橋

44％

全 106 橋 
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 ７．費用の縮減に関する具体的な方針  

   

 今後の老朽化対策に必要となる費用の縮減を図るために、下記のとおり修繕や点検等に係る新技術等

の活用や迂回路が存在する橋梁について集約化・撤去の検討を実施する。 

  

(1)新技術等の活用について 

３巡目点検が完了する令和９年度までに、蟹江町が管理する橋梁全てについて、修繕や点検等に係る

新技術等の活用の検討を行うとともに、橋長が 15m 以上の橋梁の内、約 1割程度の橋梁で費用に縮減や

事業の効率化等の効果が見込まれる新技術を活用することで、今後 5年ごとの点検費用を 10万円程度

削減することを目標とする。 

 

(2)橋梁の集約化・撤去について 

迂回路が存在し集約化・撤去が可能な橋梁について、令和９年度までに 2橋程度の集約化・撤去を検

討し、この結果によって今後 5年ごとの点検費用を 5百万円程度削減することを目標とする。 
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R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10
1 月見橋 蟹江飛島線 蟹江町舟入三丁目 1971 36.8 6.0 鋼 蟹江川 Ⅲ 〇 〇 R15 3,697 支承防錆
2 水鶏橋 水鶏橋線 蟹江町大字蟹江新田字札中地 1970 40.0 7.5 鋼 佐屋川 Ⅲ 〇 〇 R11 39,081 橋面防水工
3 大海用橋 道西鍋蓋線 蟹江町大字蟹江新田字仲川原 1971 108.2 6.0 鋼 日光川 Ⅲ 〇 〇 - 27,956 塗装塗替工
4 中瀬北橋 中瀬6号線 蟹江町西之森九丁目 1971 45.0 4.5 鋼 佐屋川 Ⅲ 〇 〇 R9 20,702 支承防錆
5 水明橋 近鉄団地線 蟹江町宝3丁目 1973 32.1 5.0 鋼 福田川 Ⅲ 〇 〇 R15 12,013 ひびわれ補修工
6 霞切橋 才勝芝切線 蟹江町大字蟹江新田 1969 26.9 3.0 鋼 佐屋川 Ⅲ 〇 〇 R7 11,607 断面修復工

2 7 新記念橋 新本町線 蟹江町城4丁目 1972 50.4 12.0 鋼 蟹江川 Ⅲ 〇 〇 R17 78,679 塗装塗替工
8 須成東1号橋 須成東26号線 蟹江町大字須成字古苗代 1950 3.0 2.1 RC 須成東７号水路 Ⅳ 〇 〇 R8 200 橋台背面補修工
9 光西5号橋 光西7号線 蟹江町大字蟹江新田字八反割 1958 4.4 5.8 RC 四箇村水路 Ⅲ 〇 〇 R13 8,013 断面修復工

4 10 東三6号橋 中筋線 蟹江町舟入1丁目 1953 4.6 4.7 RC 舟入７号水路 Ⅲ 〇 〇 〇 R13 6,000 断面修復工
11 夜寒橋 蟹江飛島線 蟹江町大字蟹江新田字前波 1969 68.1 6.0 鋼 佐屋川 Ⅱ 〇 〇 16,000 支承防錆
12 記念橋 源才線 蟹江町城4丁目 1982 45.0 6.3 鋼 蟹江川 Ⅱ 〇 〇 2,043 断面修復工
13 中瀬橋 西之森7号線 蟹江町西之森九丁目 1970 24.0 7.5 RC 佐屋川 Ⅱ 〇 〇 14,442 塗装塗替工
14 旭橋 源氏旭線 蟹江町大字蟹江新田字札中地 1969 103.5 5.0 RC 佐屋川 Ⅱ 〇 〇 10,097 舗装打換
15 佐屋川橋 泉源氏線 蟹江町大字蟹江新田字札中地 1989 90.0 5.0 RC 佐屋川 Ⅱ 〇 〇 2,104 維持工事で対応
16 サンサンブリッジ 富吉大膳線 蟹江町大字蟹江新田字札中地 1998 105.0 3.0 RC 日光川 Ⅱ 〇 〇 9,681 アンカーボルト取り替え
17 二ツ屋橋 前波線 蟹江町大字蟹江新田字上西野 2007 56.2 10.1 RC 蟹江川 Ⅱ 〇 〇 10,567 ひびわれ補修工
18 飾橋橋側歩道橋 町道須西線 蟹江町大字須成字下之割北 1981 30.7 2.2 鋼 蟹江川 Ⅱ 〇 〇 2,271 塗装塗替工
19 今橋 今本郷駅前線 蟹江町大字今字川東上 1973 21.0 4.0 鋼 蟹江川 Ⅱ 〇 〇 8,465 塗装塗替工
20 大海用橋橋側歩道橋 道西鍋蓋線 蟹江町大字蟹江新田字仲川原 1980 108.2 2.0 鋼 日光川 Ⅱ 〇 〇 3,568 支承防錆
21 御葭橋 須成西18号線 蟹江町大字須成字六白 1983 22.2 3.0 鋼 蟹江川 Ⅱ 〇 〇 1,211 支承補修工
22 城新橋 本町29号線 蟹江町大字蟹江本町字中之割 1987 29.8 4.5 PC 蟹江川 Ⅱ 〇 〇 24,362 ひびわれ補修工
23 飾橋 須西線 蟹江町大字須成字下之割北 1989 30.7 5.0 PC 蟹江川 Ⅱ 〇 〇 22,697 ひびわれ補修工
24 藤丸5号橋 藤丸5号線 蟹江町大字須成字打越 1973 8.2 5.8 RC 五ヶ村悪水路 Ⅱ 〇 〇 〇 1,500 断面修復工
25 光西10号橋 光西善太線 蟹江町大字蟹江新田字蒲原 1961 3.3 5.3 RC 土地改良区水路 Ⅱ 〇 〇 1,345 断面修復工
26 蟹江新田1号橋 道西鍋蓋線 蟹江町大字蟹江新田字仲川原 1971-1980 8.0 6.8 RC 越津用水 Ⅱ 〇 〇 〇 1,000 断面修復工
27 東三7号橋 舟入西福田線 蟹江町舟入1丁目 1953 3.1 5.5 RC 舟入６号水路 Ⅱ 〇 〇 〇 2,800 断面修復工
28 東三3号橋 大和5号線 蟹江町舟入1丁目 1976 4.0 4.0 RC 舟入７号水路 Ⅱ 〇 〇 〇 650 断面修復工
29 鍋蓋5号橋 鍋蓋11号線 蟹江町大字鍋蓋新田字下ノ割 1971-1980 6.1 10.5 RC 鍋蓋1号水路 Ⅱ 〇 〇 3,198 断面修復工
30 須成東7号橋 須西線 蟹江町大字須成字東須成前 1958 5.4 4.5 RC 土地改良区水路 Ⅱ 〇 〇 〇 2,800 断面修復工
31 須成小橋 須西線 蟹江町須成西7丁目 1976 2.8 9.6 PCボックスカルバート 町立須西小学校連絡通路 Ⅱ 〇 〇 770 断面修復工
32 中瀬4号橋 西之森7号線 蟹江町西之森8丁目 1972 4.2 7.8～12.3 RC 中瀬２号水路 Ⅱ 〇 〇 340 断面修復工
33 光西11号橋 光西4号線 蟹江町大字蟹江新田字宮ノ割 1961 3.6 6.8 RC 土地改良区水路 Ⅱ 〇 〇 4,714 断面修復工
34 川原橋 川原松ノ前線 蟹江町宝1丁目 1964 5.2 5.6 RC 本町１号幹線 Ⅱ 〇 〇 〇 4,000 断面修復工
35 蟹中橋 蟹中線 蟹江町宝2丁目 1960 4.3 11.9 RC 本町３号排水路 Ⅱ 〇 〇 〇 5,900 断面修復工
36 八幡橋 学戸33号線 蟹江町八幡1丁目 1973 12.6 7.0 PC 佐屋川 Ⅱ 〇 〇 〇 2,500 ひびわれ補修工
37 温泉橋 温泉4号線 蟹江町大字蟹江新田字佐屋川東 1970 4.7 3.5 RC 埋田水路 Ⅱ 〇 〇 340 断面修復工
38 今藤丸橋 今藤丸西線 蟹江町大字今字乗田 1972 10.0 6.5 鋼 五ヶ村悪水路 Ⅱ 〇 〇 〇 2,000 塗装塗替工
39 大和1号橋 大和8号線 蟹江町宝1丁目 1976 2.9 4.6 RC 舟入８号水路 Ⅱ 〇 〇 70 断面修復工
40 丸之内1号橋 近鉄団地線 蟹江町宝3丁目 1961 6.6 8.3 RC 本町３号排水路 Ⅱ 〇 〇 〇 2,000 断面修復工
41 光西6号橋 光西29号線 蟹江町大字蟹江新田字六反割 1957 3.0 2.5 RC 土地改良区水路 Ⅱ 〇 〇 1,394 断面修復工
42 須成東6号橋 富吉通り線 蟹江町大字須成字東須成前 1951 5.1 4.5 RC 土地改良区水路 Ⅱ 〇 〇 〇 700 断面修復工
43 真菰橋 須成東56号線 蟹江町大字須成字真菰ヶ坪 1965 4.6 4.5 RC 五ヶ村悪水路 Ⅱ 〇 〇 〇 1,000 断面修復工
44 東三12号橋 東三2号線 蟹江町舟入1丁目 1982 3.8 6.5 RC 舟入７号水路 Ⅱ 〇 〇 〇 800 断面修復工
45 藤丸4号橋 藤丸6号線 蟹江町大字須成字打越 1972 7.3 4.7 RC 五ヶ村悪水路 Ⅱ 〇 〇 〇 1,000 断面修復工
46 丸之内3号橋 東郊線 蟹江町宝2丁目 1967 4.5 9.2 RC 本町３号排水路 Ⅱ 〇 〇 〇 800 断面修復工
47 芝切橋 芝切線 蟹江町大字蟹江新田字道東 1966 2.4 4.0 RC 土地改良区水路 Ⅱ 〇 〇 121 表面保護工
48 須成東5号橋 清次郎線 蟹江町大字須成字東須成前 1949 3.2 3.7 RC 土地改良区水路 Ⅱ 〇 〇 140 断面修復工
49 東三1号橋 東三4号線 蟹江町舟入1丁目 1979 3.7 1.4 RC 舟入７号水路 Ⅱ 〇 〇 70 断面修復工
50 東三10号橋 東三19号線 蟹江町舟入1丁目 1974 4.8 3.5～4.0 RC 舟入５号水路 Ⅱ 〇 〇 70 断面修復工
51 本町6号橋 新道線 蟹江町城2丁目 1961 3.4 3.2 RC 本町９号排水路 Ⅱ 〇 〇 70 断面修復工
52 藤丸3号橋 藤丸7号線 蟹江町大字須成字藤丸 1975 6.6 5.7 RC 五ヶ村悪水路 Ⅱ 〇 〇 〇 700 断面修復工
53 須成東3号橋 須成東75号線 蟹江町大字須成字東矢倉下 1950 3.2 1.8 RC 土地改良区水路 Ⅱ 〇 〇 70 断面修復工
54 鍋蓋2号橋 新千秋鍋蓋線 蟹江町大字鍋蓋新田字下ノ割 1975 4.4 6.0 RC 鍋蓋1号水路 Ⅱ 〇 〇 1,459 断面修復工
55 丸之内9号橋 丸ノ内14号線 蟹江町宝2丁目 1980 3.9 4.0～6.7 RC 舟入６号水路 Ⅱ 〇 〇 70 断面修復工
56 本町3号橋 江向線 蟹江町本町11丁目 1964 2.0 4.0 RC 本町４号排水路 Ⅱ 〇 〇 70 断面修復工
57 大和2号橋 大和12号線 蟹江町宝1丁目 1954 3.5 3.5 RC 舟入８号水路 Ⅱ 〇 〇 ー ―
58 東三4号橋 東三6号線 蟹江町舟入1丁目 1950 2.1 1.3 鋼 舟入３号水路 Ⅰ 〇 〇 70 塗装塗替工
59 光西9号橋 光西25号線 蟹江町大字蟹江新田字蒲原 1961 3.2 3.5 RC 土地改良区水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
60 江向橋 江向線 蟹江町本町11丁目 1976 27.6 5.8 鋼 福田川 Ⅰ 〇 〇 ー ―
61 東海橋 湯泉13号線 蟹江町大字蟹江新田字札中地 1972 24.0 5.0 鋼 佐屋川 Ⅰ 〇 〇 ー ―
62 水明小橋 近鉄団地線 蟹江町宝3丁目 1973 5.6 5.1 RCボックスカルバート 宮田用水秋竹西井筋 Ⅰ 〇 〇 ー ―
63 東三2号橋 東三5号線 蟹江町舟入1丁目 1950 4.0 1.2 鋼 舟入７号水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
64 光西8号橋 光西7号線 蟹江町大字蟹江新田字利兵衛裏 1986 3.2 4.5 RC 土地改良区水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
65 前波1号橋 前波9号線 蟹江町大字蟹江新田字前波 1972 4.0 4.5 RC 前波1号水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
66 光西7号橋 光西大膳線 蟹江町大字蟹江新田字大海用 1961 3.1 4.9 RC 土地改良区水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
67 第2学戸12号橋 城新線 蟹江町学戸4丁目 1987 7.1 16.1 RCボックスカルバート 学戸3号排水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
68 今4号橋 本町35号線 蟹江町城1丁目 1982 5.6 2.5～5.7 RC 三日月川 Ⅰ 〇 〇 〇 ー ―
69 第2学戸13号橋 第2学戸5号線 蟹江町学戸1丁目 1987 6.9 6.4 RCボックスカルバート 学戸3号排水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
70 道東橋 道西11号線 蟹江町大字蟹江新田字道東 1973 5.8 4.7 RC 越津用水 Ⅰ 〇 〇 ー ―

71 与ノ割橋 近鉄蟹江駅前線 蟹江町城三丁目 1961 3.7 7.4 RC 用悪水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―

72 須成東8号橋 須成東94号線 蟹江町大字須成字東須成前 1987 9.5 2.5 RC 土地改良区水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
73 新五之坪橋 本町34号線 蟹江町城1丁目 1984 6.0 5.1 RC 三日月川 Ⅰ 〇 〇 〇 ー ―
74 光西歩道橋 富吉大膳線 蟹江町富吉二丁目 2017 74.9 3.1 鋼 Ⅰ 〇 〇 ー ―
75 第2学戸1号橋 第2学戸12号線 蟹江町学戸1丁目 1987 6.9 6.0 RCボックスカルバート 学戸3号排水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
76 第2学戸2号橋 第2学戸13号線 蟹江町学戸1丁目 1987 6.9 6.1 RCボックスカルバート 学戸3号排水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
77 第2学戸6号橋 第2学戸20号線 蟹江町学戸4丁目 1987 6.9 6.0 RCボックスカルバート 学戸3号排水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
78 舟入1号橋 舟入67号線 蟹江町舟入3丁目 1999 7.7 5.3 RC 上舟川 Ⅰ 〇 〇 ー ―
79 川田橋 西之森15号線 蟹江町西之森一丁目 1991 20.2 3.0 鋼 佐屋川 Ⅰ 〇 〇 ー ―
80 鹿島2号橋 鹿島7号線 蟹江町大字蟹江新田字鹿島 1953 2.2 1.2 鋼 鹿島水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
81 源氏橋 新本町線 蟹江町学戸7丁目 1978 7.8 12.3 RCボックスカルバート 学戸3号排水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
82 鹿島1号橋 鹿島郷中線 蟹江町大字蟹江新田字鹿島 1958 3.0 5.5 RC 鹿島水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
83 舟入2号橋 舟入64号線 蟹江町舟入4丁目 2011 2.2 4.2 RC 協和土地改良区用悪水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
84 藤丸1号橋 藤丸中央線 蟹江町大字須成字藤丸 1963 8.4 17.9 RCボックスカルバート 五ヶ村悪水路 Ⅰ 〇 〇 〇 ー ―
85 柳瀬2号橋 須成東47号線 蟹江町須成字柳ケ瀬南ノ切 1984 2.7 3.5～7.5 RC 須成東１１号水路 Ⅰ 〇 〇 〇 ー ―
86 須成東11号橋 藤丸六白線 蟹江町大字須成字東矢倉下 1941-1950 5.1 7.5 RC 土地改良区水路 Ⅰ 〇 〇 〇 ー ―
87 学戸7号橋 源才13号線 蟹江町学戸5丁目 1950 2.2 1.6 RC 学戸１２号排水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
88 柳瀬1号橋 須成東44号線 蟹江町大字須成字上ノ庄 1979 6.2 4.5 RC 五ヶ村悪水路 Ⅰ 〇 〇 〇 ー ―
89 前波2号橋 前波5号線 蟹江町大字蟹江新田字前波 1972 7.2 4.4～5.6 RC 前波１号水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
90 上川田橋 西之森高台寺線 蟹江町上川田1丁目 2000 16.2 8.0 PC 佐屋川 Ⅰ 〇 〇 ー ―
91 第2学戸11号橋 第2学戸1号線 蟹江町学戸7丁目 1987 9.0 6.1 RCボックスカルバート 学戸3号排水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
92 藤丸2号橋 今乗田3号線 蟹江町桜一丁目 1973 7.1 4.1 RC 五ヶ村悪水路 Ⅰ 〇 〇 〇 ー ―
93 第2学戸8号橋 学戸中央線 蟹江町学戸4丁目 1987 7.9 12.1 RCボックスカルバート 学戸3号排水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
94 東三14号橋 東三3号線 蟹江町舟入1丁目 1981-1990 2.4 6.5 RC 舟入７号水路 Ⅰ 〇 〇 〇 ー ―
95 須成東2号橋 須成東74号線 蟹江町大字須成字東矢倉下 1949 3.2 1.8 RC 土地改良区水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
96 今3号橋 今川東17号線 蟹江町今本町通 1981 2.9 3.2 RC 今１号幹線 Ⅰ 〇 〇 〇 ー ―
97 東三8号橋 東三18号線 蟹江町舟入1丁目 1968 4.0 4.7～5.7 RC 舟入５号水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
98 東三13号橋 東三20号線 蟹江町舟入1丁目 1981-1990 2.6 5.1～6.6 RC 舟入６号水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
99 真菰橋橋側歩道橋 須成東56号線 蟹江町大字須成字真菰ヶ坪 1965 7.0 2.5 RC 五ケ村悪水路 Ⅰ 〇 〇 〇 ー ―

100 東三15号橋 東三25号線 蟹江町舟入1丁目 1981-1990 2.6 5.9～7.7 RC 舟入７号水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
101 藤丸6号橋 東郊線 蟹江町大字須成字下真菰ヶ坪 1991 4.7 9.0 RCボックスカルバート 五ヶ村悪水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
102 第2学戸10号橋 温泉通り線 蟹江町学戸6丁目 1987 9.0 22.0 RCボックスカルバート 学戸3号排水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
103 長池橋 源才線 蟹江町学戸6丁目 1987 9.0 8.4 RCボックスカルバート 学戸3号排水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
104 第2学戸9号橋 第2学戸23号線 蟹江町学戸5丁目 1987 9.0 6.0 RCボックスカルバート 学戸3号排水路 Ⅰ 〇 〇 ー ―
105 夜寒橋橋側歩道橋 舟入芝切線 蟹江町大字蟹江新田字前波 2015 71.5 2.0 鋼 佐屋川 Ⅰ 〇 〇 ー ―
106 光西1号歩道橋 光西40号線 蟹江町大字蟹江新田字銭袋 2024 10.9 1.5 PC 大膳川 - 〇
107 光西2号歩道橋 光西40号線 蟹江町大字蟹江新田字銭袋 2024 7.6 2.0 PC 大膳川 - 〇
108 北新田1号橋 北新田5号線 蟹江町北新田一丁目 1990～ 10.6 2.5～5.6 RC 蟹江大澪悪水土地改良区水路 - 〇
109 北新田2号橋 北新田7号線 蟹江町北新田一丁目 1990～ 10.7 3.5 RC 蟹江大澪悪水土地改良区水路 - 〇

7* 110 蟹江駅南北自由通路 蟹江駅南北自由通路線 蟹江町大字今字市ノ坪 2021 78.0 5.0 鋼 JR関西本線 Ⅰ 〇 ー ―

主な損傷への対策内容ｸﾞﾙｰﾌﾟ No. 橋梁名 路線名  橋長(m)  有効幅員(m) 橋種 交差物件
健全度

(橋単位)

6

3

7

 補修予定年度
点検年 次回点検年

 補修費用(千円)所在地

5

架設年次

1

８．個別施設計画対象橋梁一覧 


